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研究概要：B5G時代における超高速・大容量光ネットワークにおいて、光信号の波長リソースの有効活用
を可能とする小型低電力波長変換・フォーマット変換技術の実現を目指し、（研究開発項目１）小型波
長変換・フォーマット変換用低電力デジタル信号処理技術、及び（研究開発項目２）小型波長変換・
フォーマット変換用フロントエンド技術を確立する。800Gbps以上の大容量波長パスに対応した柔軟かつ
小型・低電力な波長変換・フォーマット変換機能により、現行技術（既存100Gbps再生中継器）と比
較して、ビット当たり1/10の小型化および1/10の低電力化を実現する。

（基幹課題046） Beyond 5G超高速・大容量ネットワークを実現する
小型低電力波長変換・フォーマット変換技術の研究開発

直
列

-
並

列
変

換
並

列
-
直

列
変

換

A
D

C

送
信

側
デ

ジ
タ

ル
信

号
処

理

受
信

側
デ

ジ
タ

ル
信

号
処

理

D
A

C

光
受

信
フ

ロ
ン

ト
エ

ン
ド

光
送

信
フ

ロ
ン

ト
エ

ン
ド

λ

λ

光波長・
光帯域幅・
変調方式・

の変換

QPSK

16QAM

光出力

光入力

Photonic
Network

λ

Mobile

Data Center
波長変換・
フォーマッ
ト変換によ
り波長衝突

を回避

研究開発項目1 小型波長変換・フォーマット変換用低電力デジタル信号処理技術の研究開発

研究開発項目２ 小型波長変換用フロントエンド技術の研究開発

QAM: Quadrature Amplitude Modulation / QPSK: Quadrature Phase Shift Keying / DAC: Digital Analog Converter / ADC: Analog Digital Converter
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